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1. 概要 

１－１．目的 

 

本製品は、2.4 / 5GHz の無線 Wi-Fi と有線 LAN 側インタフェースを介して接続された端末に LTE 接

続機能または WAN 側の RJ-45 インターフェイスを使用してインターネット接続環境を提供する端末であ

り、本機の構造と動作の説明をために作成された文書です。 

 

 

１－２．特徴 

 

 2.4GHz 帯 (IEEE802.11 b/g/n) 両対応 。 

 5GHz 帯（IEEE 802.3 a/n/ac）両対応 。 

 有線 LAN インタフェース 3 ポート。（10/100Mbps 自動認識 Switching HUB） 

 筐体正面 LED x 5 により、稼働状態の確認が可能。 

 DC 出力 12V/1.5A 電源アダプタ 

 LTE 接続 

 

 

2. ハードウェア 仕様 

 

2－1．サポート規格 

項目 内容 

無線 LAN 
 IEEE802.11ac/a/b/g/n 

（2.4GHz 帯・5GHz 帯 同時利用可能） 

有線 LAN IEEE802.3 （10BASE-T Ethernet） 

IEEE802.3u（100BASE-TX Fast Ethernet） 

 

 

 

 

 

 



 

2－2． 環境 仕様 

項目 内容 

動作溫度 -20℃ to + 60℃ 

保存溫度 -30℃ to + 70℃ 

湿度 10-90% (結露なきこと) 

 

2－3． 電源仕様 

項目 内容 

ACアダプタ 定格入力：AC100,220 V（50/60Hz） 

動作電圧 DC12V±5% 

定格消費電流 2,000mA 

 

2－4． 製品寸法 

項目 内容 

寸法 119.1 (W) ×117.7 (D) ×27.0 (H) mm 

重量 約 181g(本体のみ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２－５．外観（筐体） 

 
 

 

         
 

 

寸法：119.1（W）× 117.7（D）× 27.0（H）mm 

重量：約181g（本体のみ） 

 

 

 

 



 

3. 仕様概要 

3－1．ハードウェア仕様 

 

一般仕様 

項目名 内容 

SoC MediaTek Inc MT7620A 約580MHz 

Serial Flash 32Mbyte（256Mbit） 

SDRAM 128Mbyte（1Gbit 16bit bus） 

Ethernet 

インタフェース 

・MT7620A内蔵 

・IEEE802.3（10BASE-T）/IEEE802.3u（100BASE-TX）自動認識 3ポート 

無線（Wi-Fi） 

インタフェース 

・2.4GHz帯 IEEE802.11b/g/n（MT7620A内蔵） 

・5GHz帯 IEEE802.11a/n/ac（MediaTek Inc MT7612E） 

（2.4GHz帯・5GHz同時利用可能） 

・PCBパターンアンテナ 送信 x 2 受信 x 2 

LTE モジュール ・IOT 取得 LTE モジュール実装 

・Band1, 3, 5, 8, 18, 19, 26, 41対応 

LTEアンテナ ・外部アンテナ (Main x 1、Sub x 1） 

SIMスロット microSIM x 1 

リセットスイッチ ・10～29秒間押した後にリリースした場合は本機再起動 

・30秒間以上押した後にリリースした場合は設定を工場出荷状態へ初期化 

モニタLED ・NET x 1（緑）  ・POWER x 1（緑） ・LTE x 2（赤,緑） 

・2.4GHz x 1（緑）  ・5GHz x 1（緑） 

基板寸法 108.0ｍｍ×105.5mm（公差 ±0.5mm） 

基板厚み 1.6mm（公差 ±0.2mm） 

基板材質 FR-4 

基板総数 4層 

筐体 ・プラスチック筐体 119.1 (W) ×117.7 (D) ×27.0 (H) mm 

・重量：約181g (本体のみ) 

電源 ・ACアダプタ 定格入力：AC100V（50/60Hz） 

・動作電圧：DC12V±5% 

・定格消費電流；1,500mA 

・電力量： Max 約 11.0 W 

取得認証 ・工事設計認証  ・PSE 

・RoHS（ユーロ2002/95 / EC） 

環境条件 ・動作時：温度-20～60℃/湿度25%～85%RH（結露なきこと） 

・保存時：温度-30～70℃/湿度10%～90%RH（結露なきこと） 

 

 

 

 



 

3－2． 正面LED仕様 

 

項目名 内容 

NET  WAN が接続されていたり、LTE 連動で IP アドレスを取得して、ネットワークが可能になる点灯

LED です。 

POWER  電源ON 

LTE  No USIMの場合はRed Blinking。 

サービスが可能な場合は、Green On。 

サービスが不可能な場合（No Network、Limited Serviceなど）は、Red On。 

2.4G  2.4G WiFi接続時。 

5G 5G WiFi接続時。 

 

  



 

4. WEB UI 

4-1 WEB UI 接続 

本製品のWEBサーバーを介して機器の設定およびステータス情報などを確認することができます。 

接続するURLは次のとおりです。 

[URL] http://[ 本製品のIPアドレス ]   

ユーザーが設定する前の基本的な設定値は、192.168.100.1です。 

 

4-2 ログイン 

 

WEBブラウザで本製品のWEB UIに接続している場合は、ユーザー名とパスワードを入力してログインする必要があり

ます。 

 

 

 

項目 内容 

ユーザ名 ユーザー名はadminです。 

パスワード 本製品にログインするためのパスワードを入力します。  

（Default：admin） 

 

 

 

 

 

 

 



 

4-3 接続の初期画面 

ログインプロセスを実行すると、以下のような画面に接続がされます。 

 

 

 

 画面は大きく3つの部分に分かれてます。 

 

1) バージョン情報、およびその他のステータス情報 

WEBページの上部には、現在のボードの無線状態、バージョン名、動作時間、ボードの使用率などを 

示します。必要に応じて修正変更されることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2) メニューツリー 

画面の左側には、メニューツリーで構成され、状態情報や設定などを行うことができる画面に移動することが 

できます。 

 

 

 状態表示   : 現在運用されているステータス情報を表示する画面です。 

 

 詳細設定   : Wi-Fi設定などの製品の設定などを照会および変更できる画面です。 

 Wi-Fi 2.4GHz  : Wi-Fi 2.4GHzの無線設定をすることができる画面です。 

 

 Wi-Fi 5GHz   : Wi-Fi 5GHzの無線設定をすることができる画面です。 

 

 LAN   : 本製品のLAN機能関連の設定をすることができる画面です。 

 

 WAN    : 本製品のWAN機能関連の設定をすることができる画面です。 

 

 ファイアウォール   : 本製品のファイアウォール機能関連の設定をすることができる画面です。 

 

 LTEモジュール   : 本製品のLTEモデムの設定をすることができる画面です。 

 

 管理   : 本製品の複数の管理者設定をすることができる画面です。 

 

 Wi-Fi & 有線LAN 情報 : 本製品のWi-FiとLANの統計資料を確認できる画面です。 

 

 システムログ  : 本製品の保存されたログを確認できる画面です。 

 

 

 

 



 

3) 詳細画面 

選択されたメニューから、詳細な情報の表示および設定などを行うことができる画面です。 

 

 

 

 

4-4 状態表示 

本製品のインターネット接続状態のWi-Fiの状態などを照会および簡単な設定をすることができます。 

 

1) インターネット（WANポート）の状態 

本製品のインターネット接続の状態を確認することができ、インターネット接続の優先順位を選択することが 

できます。 

 

 

 

 



 

2) Wi-Fiの状態 

本製品の2.4GHz/5GHz帯のWi-Fiの設定情報を照会したり、簡単な設定をすることができます。 

 

    

  

 

3) クライアントの状態 

現在、本製品に接続された端末情報を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

4-5 詳細設定 

本製品の設定を照会したり、変更を行うことができます。 

 

 

1) Wi-Fi 2.4GHz 

 

• 全般 

 

 

項目 内容 

無線 LAN（Wi-Fi） 

有効/無効 
Wi-Fi 有/無効現在の状態を表し、設定を行うことができます。 

SSID 本機の SSID を設定します。（半角英数字 最大32文字） 

ステルス SSID 有効/無効 
有効」を選択した場合、Wi-Fi 端末から SSID を検索しても見つからなく

なります。 

IEEE 802.11規格 
Wi-Fi ワイヤレス設定規格を設定することができます。サポート無線規格

は11b / g / n のモードです。。 

チャンネル Wi-Fi のチャンネルを設定することができます。 

 チャンネル帯域 
Wi-Fi のチャネル帯域幅を設定することができます。サポートしている帯域

幅は20MHz、20MHz / 40MHz です. 



 

 拡張チャンネル 
20MH 以上の帯域幅を使用する場合、現在のチャンネルの下の部分を

拡張したり、下の部分を拡張するときに使用します。 

 認証方式 Wi-Fi 端末側の認証方式を選択します。 

Open 

System 

WEP暗号化 

None : 認証なしでの Wi-Fi 接続が可能です。 

 WEP-64 : (半角英数字5桁、または16進数10桁) 

 WEP-128 : (半角英数字13桁、または16進数26桁) 

WEP キー イ

ンデックス 
 WEP KEY INDEX 値を設定します。 

WPA-Personal 認証方式 データの暗号化方式を TKIP 

WPA2-Personal 認証方式 AES : データの暗号化方式を AES を使用します。 

WPA-Auto-Personal 認証方式 

AES : データの暗号化方式を AES を使用します。 

TKIP+AES: データの暗号化方式を TKIP と AES の設定を接続される

端末に応じて自動的に設定されます。 

WPA/WPA2 前共有キ  
8～63文字（半角英数字）の事前共有キー（Wi-Fi 接続時のパスワ

ード）を入力します。 

WPA/WPA2 

事前共有キー更新間隔 
 

WPA/WPA2 事前共有キー変更する間隔を秒単位で設定します。

「0」を設定した場合、定期的なキー変更を行いません。 

 送信出力制御 送信品質を高めるためにアンテナ出力を調整します。 

 適用 設定した値を適用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

• ゲストWi-Fi (2.4GHz) 

ゲストWi-Fi 2.4GHzデフォルト設定値は、DISABLE状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定値を有効に変更すると、以下のような画面に変更になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

項目 内容 

ゲスト Wi-Fi 有効/無効 Wi-Fi 有/無効現在の状態を表し、設定を行うことができます。 

 ゲスト Wi-Fi SSID 本機の SSID を設定します。（半角英数字 最大32文字） 

ステルス SSID 有効/無効 有効」を選択した場合、Wi-Fi 端末から SSID を検索しても見つからなくなります。 

 ゲスト Wi-Fi と他の Wi-Fi を分

離（本機内） 

MAIN AP と GUEST AP に接続された端末との間の通信を有効/無効することがで

きます。 

 クライアント間通信遮断 有効/

無効 
端末間の通信を有効/無効することができます。 

 認証方式 Wi-Fi 端末側の認証方式を選択します。 

Open System 認証なしでの Wi-Fi 接続が可能です。 

WPA-

Personal 
認証方式 データの暗号化方式を TKIP 

WPA2-

Personal 
認証方式 AES : データの暗号化方式を AES を使用します。 

WPA-Auto-

Personal 
認証方式 AES : データの暗号化方式を AES を使用します。 

WPA/WPA2 前共有キ 
8～63文字（半角英数字）の事前共有キー（Wi-Fi 接続時のパスワード）を入

力します。 

WPA/WPA2 

事前共有キー更新間隔 

WPA/WPA2 事前共有キー変更する間隔を秒単位で設定します。「0」を設定し

た場合、定期的なキー変更を行いません。 

 適用 設定した値を適用します。 

MACフィルタ 

MACフィルタを使用すると、指定されたMACアドレスを持つWi-Fi端末からのパケットを制御出来ます。 

 

 

 

 

 



 

モードを選択した後に設定のMACアドレスを入力して、ルールを追加することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

拡張 

拡張設定では、無線LAN（Wi-Fi）関する追加設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

項目 内容 

クライアント間通信遮断 有効/

無効 
「はい」を選択した場合、Wi-Fi 端末間の通信を禁止します。 

 プリアンブルタイプ 

プリアンブルタイプは、CRC (Cyclic Redundancy Check) ブロックの長さを定義

し、Wi-Fi 端末間のデータ転送エラーを検出する技術です。全ての Wi-Fi 端末に同

じプリアンブルタイプを設定することをお勧めします。高速なネットワークトラフィックのエリ

アにおいては短いプリアンブルを、旧型の Wi-Fi 端末には長いプリアンブルを設定しま

す。 

 フラグメントしきい値 
フラグメント（分割）するパケットサイズを設定します。設定値よりも大きなサイズの

パケットを送信する場合、設定値のサイズにフラグメントして送信します。 

RTS しきい値 
RTS（Request To Send・送信要求）信号を送信するパケットサイズを設定しま

す。設定値よりも大きなサイズのパケットを送信する場合、RTS 信号を送信します。 

DTIM 間隔 

DTIM (Delivery Traffic Indication Message) は、省電力モードの Wi-Fi 端

末に対して、パケットが送信待ちであることを伝えるメッセージで、ビーコンに含まれて送

信されています。 

ビーコン間隔 無線電波の送出間隔を設定します。 

  適用 設定した値を適用します。 

 

2) Wi-Fi 5GHz 

 

• 全般 

 

 



 

項目 内容 

無線 LAN（Wi-Fi） 

有効/無効 
Wi-Fi 有/無効現在の状態を表し、設定を行うことができます。 

SSID 本機の SSID を設定します。（半角英数字 最大32文字） 

ステルス SSID 有効/無効 有効」を選択した場合、Wi-Fi 端末から SSID を検索しても見つからなくなります。 

IEEE 802.11規格 
Wi-Fi ワイヤレス設定規格を設定することができます。サポートしている無線規格は

11a および11a / ac / n Mixed モードです。 

チャンネル Wi-Fi のチャンネルを設定することができます。 

 チャンネル帯域 
Wi-Fi のチャネル帯域幅を設定することができます。サポートしている帯域幅は

20MHz、20MHz / 40MHz / 80MHz です. 

 拡張チャンネル 
20MH 以上の帯域幅を使用する場合、現在のチャンネルの下の部分を拡張したり、

下の部分を拡張するときに使用します。 

 認証方式 Wi-Fi 端末側の認証方式を選択します。 

Open 

System 

WEP暗号化 

None : 認証なしでの Wi-Fi 接続が可能です。 

 WEP-64 : (半角英数字5桁、または16進数10桁) 

 WEP-128 : (半角英数字13桁、または16進数26桁) 

WEP キー イン

デックス 
 WEP KEY INDEX 値を設定します。 

WPA-

Personal 
認証方式 データの暗号化方式を TKIP 

WPA2-

Personal 
認証方式 AES : データの暗号化方式を AES を使用します。 

WPA-Auto-

Personal 
認証方式 AES : データの暗号化方式を AES を使用します。 

WPA/WPA2 前共有キ 
8～63文字（半角英数字）の事前共有キー（Wi-Fi 接続時のパスワード）を入

力します。 

WPA/WPA2 

事前共有キー更新間隔 

WPA/WPA2 事前共有キー変更する間隔を秒単位で設定します。「0」を設定した

場合、定期的なキー変更を行いません。 

 送信出力制御 送信品質を高めるためにアンテナ出力を調整します。 

 適用 設定した値を適用します。 



 

 

• ゲストWi-Fi (5GHz) 

ゲストWi-Fi 5GHzデフォルト設定値は、DISABLE状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定値を有効に変更すると、以下のような画面に変更になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

項目 内容 

ゲスト Wi-Fi 有効/無効 Wi-Fi 有/無効現在の状態を表し、設定を行うことができます。 

 ゲスト Wi-Fi SSID 本機の SSID を設定します。（半角英数字 最大32文字） 

ステルス SSID 有効/無効 有効」を選択した場合、Wi-Fi 端末から SSID を検索しても見つからなくなります。 

 ゲスト Wi-Fi と他の Wi-Fi を分

離（本機内） 

MAIN AP と GUEST AP に接続された端末との間の通信を有効/無効することがで

きます。 

 クライアント間通信遮断 有効/

無効 
端末間の通信を有効/無効することができます。 

 認証方式 Wi-Fi 端末側の認証方式を選択します。 

Open System 認証なしでの Wi-Fi 接続が可能です。 

WPA-Personal データの暗号化方式を TKIP 

WPA2-Personal AES : データの暗号化方式を AES を使用します。 

WPA-Auto-Personal AES : データの暗号化方式を AES を使用します。 

WPA/WPA2 前共有キ 
8～63文字（半角英数字）の事前共有キー（Wi-Fi 接続時のパスワード）を入

力します。 

WPA/WPA2 

事前共有キー更新間隔 

WPA/WPA2 事前共有キー変更する間隔を秒単位で設定します。「0」を設定し

た場合、定期的なキー変更を行いません。 

 適用 設定した値を適用します。 

• MACフィルタ 

MACフィルタを使用すると、指定されたMACアドレスを持つWi-Fi端末からのパケットを制御出来ます。 

 

 

 

 

 

モードを選択した後に設定のMACアドレスを入力して、ルールを追加することができます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

• 拡張 

拡張設定では、無線LAN（Wi-Fi）関する追加設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

項目 内容 

クライアント間通信遮断 有効/

無効 
「はい」を選択した場合、Wi-Fi 端末間の通信を禁止します。 

 プリアンブルタイプ 

プリアンブルタイプは、CRC (Cyclic Redundancy Check) ブロックの長さを定義

し、Wi-Fi 端末間のデータ転送エラーを検出する技術です。全ての Wi-Fi 端末に同

じプリアンブルタイプを設定することをお勧めします。高速なネットワークトラフィックのエリ

アにおいては短いプリアンブルを、旧型の Wi-Fi 端末には長いプリアンブルを設定しま

す。 

 フラグメントしきい値 
フラグメント（分割）するパケットサイズを設定します。設定値よりも大きなサイズの

パケットを送信する場合、設定値のサイズにフラグメントして送信します。 

RTS しきい値 
RTS（Request To Send・送信要求）信号を送信するパケットサイズを設定しま

す。設定値よりも大きなサイズのパケットを送信する場合、RTS 信号を送信します。 

DTIM 間隔 

DTIM (Delivery Traffic Indication Message) は、省電力モードの Wi-Fi 端

末に対して、パケットが送信待ちであることを伝えるメッセージで、ビーコンに含まれて送

信されています。 

ビーコン間隔 無線電波の送出間隔を設定します。 

  適用 設定した値を適用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

3) WAN 

 

• インターネット接続 

本機のWAN側は複数の接続方式をサポートしています。設定値は選択した接続方式によって異なります。 

 

 

 

• ポートフォワーディング 

ポートフォワーディングは、外部（インターネット側）から特定のポート番号宛に届いた通信を、 

LAN側の特定IPアドレス宛に転送する機能です。 

 

 

 

 

• DMZ 

仮想DMZは、外部（インターネット側）からのアクセスをLAN側の特定IPアドレスに転送する機能です。 

外部からの全ての通信が転送されますので、十分なセキュリティ対策を行った上でご利用下さい。 

 



 

 

 

 

 

• DDNS 

Dynamic DNS（DDNS）は、動的IPアドレスとインターネットドメイン名をホストに割り当てる機能です。 

 

 

設定値をENABLEにされると、下記のように出てくる、その設定値を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 



 

4) ファイアウォール 

 

• 全般 

ファイアウォールは、インターネットやネットワークから送られてくるパケットをチェックし、設定に応じて通過または 

破棄を行います。 

 

 

 

 

 

 

• MACフィルタ 

MACフィルタは、指定されたMACアドレスを持つデバイスからのパケットを破棄します。 

 

  

 

 



 

• パケットフィルタ 

パケットフィルタは、LANからWANへの任意のパケットを破棄します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

5) LTEモジュール 

 

本機の内部に設置されたLTEモジュールを利用して、モバイルルータとして使用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

6) 管理 

• システム 

 

 

項目 内容 

システム識別  製品の HOST NAME を設定します。 

管理者ログイン 管理者 ID です。 

新しいパスワード パスワードは16文字以内で設定します。 

パスワードを再入力 パスワードは16文字以内で設定します。 

 WebUI 言語選択 WEB UI の言語設定をします。サポートしている言語は、英語と日本語です。 

 詳細ヘルプ 有効/無効 ヘルプ機能を有/無効ます。 

  適用 設定した値を適用します。 

 



 

• LAN側ログイン 

各種システムサービスの管理. 

 

 

 

項目 内容 

HTTP Web サーバー   

LAN 側から Web サーバーへアクセスする

際のポート番号 
WEB サーバーのポートの設定を行うことができます。 

LAN 側からの Web アクセスを制限 WEB サーバへの接続の制限を設定します。 

 適用 設定した値を適用します。 

 

• ファームウェア更新 

以下の手順に従って下さい。  

1.［ファイルを選択］をクリックして、ファームウェアのファイルを選択して下さい。 

2.［アップロード］をクリックして、ファームウェアのファイルを本機にアップロードして下さい。 

アップロードには約2～3分かかります。 

3.アップロード完了後、本機内部でアップグレードが自動的に行われます。アップグレード完了後、 

本機は再起動します。 

 



 

 

 

項目 内容 

機種名  製品名 

現在のファームウェアバージョン  現在 FIRMWARE VERSION です。 

新しいファームウェアファイル 新規 FIRMWARE を選択します。 

※ 注意 

1. 現在のファームウェアの設定内容は、アップグレード後も維持されます。 

2. ファームウェアのアップグレードに失敗した場合、本機は自動的にレスキューモードになります。販売店へお問

い合わせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

• 設定復元/保存/初期化 

本機の現在の設定内容をファイルに保存することが出来ます。ファイルから設定を読み込むことも出来ます。 

 

 

 

項目 内容 

設定値の管理   

工場出荷時の設定に戻す ［初期化］をクリックすると本機の設定が工場出荷値に戻り、再起動します。 

設定をファイルに保存 ［保存］ボタンをクリックすると、現在の本機の設定をファイルに保存します。 

設定をファイルから復元 
［ファイルを選択］をクリックして設定ファイルを選択します。［アップロード］をクリック

するとファイルを本機にアップロードし、再起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

• 自動再起動 

 

自動再起動機能を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

7) Wi-Fi & 有線LAN 情報 

Wi-Fiおよび有線LANの統計を表示します。 

 

• Wi-Fi 2.4GHz 

 

 

• Wi-Fi 5GHz 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• WAN 

 

 

 

 

 

 

 



 

• LAN (LAN1 & LAN2 ) 

 

 

8) システムログ 

システムに保存されたログを表示します。 

 

• 全般ログ 

システムのカーネルログを表示します。 

 

 

• DHCPリース情報 

 



 

• ポートフォワーディング 

 

 

 

• 経路情報 

 

 

• 接続情報 

 

 


